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    第一章


    
      1ユダの王おうアモンの子こヨシヤの世よに、ゼパニヤに臨のぞんだ主しゅの言葉ことば。ゼパニヤはクシの子こ、クシはゲダリヤの子こ、ゲダリヤはアマリヤの子こ、アマリヤはヒゼキヤの子こである。

      
        2主しゅは言いわれる、

        「わたしは地ちのおもてからすべてのものを一掃いっそうする」。

        3主しゅは言いわれる、

        「わたしは人ひとも獣けものも一掃いっそうし、

        空そらの鳥とり、海うみの魚うおをも一掃いっそうする。

        わたしは悪人あくにんを倒たおす。

        わたしは地ちのおもてから人ひとを絶たち滅ほろぼす」。

        4「わたしはユダとエルサレムの

        すべての住民じゅうみんとの上うえに手てを伸のべる。

        わたしはこの所ところからバアルの残党ざんとうと、

        偶像ぐうぞうの祭司さいしの名なとを断たつ。

        5また屋上おくじょうで天てんの万象ばんしょうを拝おがむ者もの、

        主しゅに誓ちかいを立たてて拝おがみながら、

        またミルコムをさして誓ちかう者もの、

        6主しゅにそむいて従したがわない者もの、

        主しゅを求もとめず、主しゅを尋たずねない者ものを断たつ」。

      


      
        7主しゅなる神かみの前まえに沈黙ちんもくせよ。

        主しゅの日ひは近ちかづき、

        主しゅはすでに犠牲ぎせいを備そなえ、

        その招まねいた者ものを聖別せいべつされたからである。

        8主しゅの犠牲ぎせいをささげる日ひに、

        「わたしはつかさたちと王おうの子こたち、

        およびすべて異邦いほうの衣服いふくを着きる者ものを罰ばっする。

        9その日ひにわたしはまた、すべて敷居しきいをとび越こえ、

        暴虐ぼうぎゃくと欺あざむきとを自分じぶんの主君しゅくんの家いえに満みたす者ものを罰ばっする」。

      


      
        10主しゅは言いわれる、

        「その日ひには魚うおの門もんから叫さけび声ごえがおこり、

        第だい二の町まちからうめき声ごえがおこり、

        もろもろの丘おかからすさまじい響ひびきがおこる。

        11しっくいの家いえの住民じゅうみんよ、泣なき叫さけべ。

        あきないする民たみは皆みな滅ほろぼされ、

        銀ぎんを量はかる者ものは皆みな断たたれるからである。

        12その時とき、わたしはともしびをもって、

        エルサレムを尋たずねる。

        そして滓おりの上うえに凝こり固かたまり、

        その心こころの中なかで

        『主しゅは良よいことも、悪わるいこともしない』と

        言いう人々ひとびとをわたしは罰ばっする。

        13彼かれらの財宝ざいほうはかすめられ、

        彼かれらの家いえは荒あれはてる。

        彼かれらは家いえを建たてても、それに住すむことができない、

        ぶどう畑はたけを作つくっても、そのぶどう酒しゅを飲のむことができない」。

      


      
        14主しゅの大おおいなる日ひは近ちかい、

        近ちかづいて、すみやかに来くる。

        主しゅの日ひの声こえは耳みみにいたい。

        そこに、勇士ゆうしもいたく叫さけぶ。

        15その日ひは怒いかりの日ひ、

        なやみと苦くるしみの日ひ、

        荒あれ、また滅ほろびる日ひ、

        暗くらく、薄暗うすぐらい日ひ、

        雲くもと黒雲くろくもの日ひ、

        16ラッパとときの声こえの日ひ、

        堅固けんごな町まちと高たかいやぐらを攻せめる日ひである。

        17わたしは人々ひとびとになやみを下くだして、

        盲人もうじんのように歩あるかせる。

        彼かれらが主しゅに対たいして罪つみを犯おかしたからである。

        彼かれらの血ちはちりのように流ながされ、

        彼かれらの肉にくは糞土ふんどのように捨すてられる。

        18彼かれらの銀ぎんも金きんも、

        主しゅの怒いかりの日ひには彼かれらを救すくうことができない。

        全ぜん地ちは主しゅのねたみの火ひにのまれる。

        主しゅは地ちに住すむ人々ひとびとをたちまち滅ほろぼし尽つくされる。

      

    

  


  


  
    第二章


    
      
        1あなたがた、恥はじを知しらぬ民たみよ、

        共ともにつどい、集あつまれ。

        2すなわち、もみがらのように追おいやられる前まえに、

        主しゅの激はげしい怒いかりがまだあなたがたに臨のぞまない前まえに、

        主しゅの憤いきどおりの日ひがまだあなたがたに来きない前まえに。

        3すべて主しゅの命令めいれいを行おこなうこの地ちのへりくだる者ものよ、

        主しゅを求もとめよ。

        正義せいぎを求もとめよ。

        謙遜けんそんを求もとめよ。

        そうすればあなたがたは主しゅの怒いかりの日ひに、

        あるいは隠かくされることがあろう。

        4ともあれ、ガザは捨すてられ、

        アシケロンは荒あれはて、

        アシドドは真昼まひるに追おい払はらわれ、

        エクロンは抜ぬき去さられる。

      


      
        5わざわいなるかな、

        海うみべに住すむ者もの、ケレテの国民こくみん。

        ペリシテびとの地ち、カナンよ、

        主しゅの言葉ことばがあなたがたに臨のぞむ。

        わたしはあなたを滅ほろぼして、

        住すむ者ものがないようにする。

        6海うみべよ、あなたは牧場まきばとなり、

        羊飼ひつじかいの牧草ぼくそう地ちとなり、

        また羊ひつじのおりとなる。

        7海うみべはユダの家いえの残のこりの者ものに帰きする。

        彼かれらはその所ところで群むれを養やしない、

        夕暮ゆうぐれにはアシケロンの家いえに伏ふす。

        彼かれらの神かみ、主しゅが彼かれらを顧かえりみ、

        その幸福こうふくを回復かいふくされるからである。

      


      
        8「わたしはモアブのあざけりと、

        アンモンの人々ひとびとの、ののしりを聞きいた。

        彼かれらはわが民たみをあざけり、

        自みずから誇ほこって彼かれらの国境こっきょうを侵おかした。

        9それゆえ、万軍ばんぐんの主しゅ、イスラエルの神かみは言いわれる、

        わたしは生いきている。

        モアブは必かならずソドムのようになる。

        アンモンの人々ひとびとはゴモラのようになる。

        いらくさと塩しお穴あなとがここを占領せんりょうして、

        永遠えいえんに荒あれ地ちとなる。

        わが民たみの残のこりの者ものは彼かれらをかすめ、

        わが国民くにたみの残のこりの者ものはこれを所有しょゆうする」。

        10この事ことの彼かれらに臨のぞむのはその高たかぶりによるのだ。

        彼かれらが万軍ばんぐんの主しゅの民たみをあざけり、

        みずから誇ほこったからである。

        11主しゅは彼かれらに対たいして恐おそるべき者ものとなられる。

        主しゅは地ちのすべての神々かみがみを飢うえさせられる。

        もろもろの国くにの民たみは、

        おのおの自分じぶんの所ところから出でて主しゅを拝おがむ。

      


      
        12エチオピヤびとよ、あなたがたもまた

        わがつるぎによって殺ころされる。

        13主しゅはまた北きたに向むかって手てを伸のべ、

        アッスリヤを滅ほろぼし、

        ニネベを荒あらして、

        荒野あらののような、かわいた地ちとされる。

        14家畜かちくの群むれ、もろもろの野のの獣けものはその中なかに伏ふし、

        はげたかや、やまあらしはその柱はしらの頂いただきに住すみ、

        ふくろうは、その窓まどのうちになき、

        からすは、その敷居しきいの上うえに鳴なく。

        その香柏こうはくの細工さいくが裸はだかにされるからである。

        15この町まちは勝かち誇ほこって、安やすらかに落おち着つき、

        その心こころの中なかで、

        「ただわたしだけだ、わたしの外ほかにはだれもない」と

        言いった町まちであるが、

        このように荒あれはてて、

        獣けものの伏ふす所ところになってしまった。

        ここを通とおり過すぎる者ものは

        皆みなあざけって、手てを振ふる。

      

    

  


  


  
    第三章


    
      
        1わざわいなるかな、

        このそむき汚けがれた暴虐ぼうぎゃくの町まち。

        2これはだれの声こえにも耳みみを傾かたむけず、

        懲こらしめを受うけいれず、

        主しゅに寄より頼たのまず、

        おのれの神かみに近ちかよらない。

        3その中なかにいるつかさたちは、ほえるしし、

        そのさばきびとたちは、夜よるのおおかみで、

        彼かれらは朝あさまで何なに一つ残のこさない。

        4その預言者よげんしゃたちは、放縦ほうじゅうで偽いつわりびと、

        その祭司さいしたちは聖せいなる物ものを汚けがし、律法りっぽうを破やぶる。

        5その中なかにいます主しゅは義ぎであって、不義ふぎを行おこなわれない。

        朝あさごとにその公義こうぎを現あらわして、誤あやまることがない。

        しかし不義ふぎな者ものは恥はじを知しらない。

        6「わたしは諸しょ国民こくみんを滅ほろぼした。

        そのやぐらは荒あれはてた。

        わたしはそのちまたを荒あらしたので、

        ちまたを行いき来きする者ものもない。

        その町々まちまちは荒あれすたれて、

        人ひとの姿すがたもなく、住すむ者ものもない。

        7わたしは言いった、

        『これは必かならずわたしを恐おそれ、懲こらしめを受うける。

        これはわたしが命めいじたすべての事ことを見失みうしなわない』と。

        しかし彼かれらはしきりに自分じぶんの行状ぎょうじょうを乱みだした」。

      


      
        8主しゅは言いわれる、

        「それゆえ、あなたがたは、わたしが立たって、

        証言しょうげんする日ひを待まて。

        わたしの決意けついは諸しょ国民こくみんをよせ集あつめ、

        もろもろの国くにを集あつめて、

        わが憤いきどおり、わが激はげしい怒いかりを

        ことごとくその上うえに注そそぐことであって、

        全ぜん地ちは、ねたむわたしの怒いかりの火ひに

        焼やき滅ほろぼされるからである。

        9その時ときわたしはもろもろの民たみに清きよきくちびるを与あたえ、

        すべて彼かれらに主しゅの名なを呼よばせ、

        心こころを一つにして主しゅに仕つかえさせる。

        10わたしを拝おがむ者もの、

        わたしが散ちらした者ものの娘むすめは

        エチオピヤの川々かわがわの向むこうから来きて、

        わたしに供そなえ物ものをささげる。

      


      
        11その日ひには、

        あなたはわたしにそむいたすべてのわざのゆえに、

        はずかしめられることはない。

        その時ときわたしはあなたのうちから、

        高たかぶって誇ほこる者ものどもを除のぞくゆえ、

        あなたは重かさねてわが聖せいなる山やまで、高たかぶることはない。

        12わたしは柔和にゅうわにしてへりくだる民たみを、

        あなたのうちに残のこす。

        彼かれらは主しゅの名なを避さけ所どころとする。

        13イスラエルの残のこりの者ものは不義ふぎを行おこなわず、偽いつわりを言いわず、

        その口くちには欺あざむきの舌したを見みない。

        それゆえ、彼かれらは食しょくを得えて伏ふし、

        彼かれらをおびやかす者ものはいない」。

      


      
        14シオンの娘むすめよ、喜よろこび歌うたえ。

        イスラエルよ、喜よろこび呼よばわれ。

        エルサレムの娘むすめよ、心こころのかぎり喜よろこび楽たのしめ。

        15主しゅはあなたを訴うったえる者ものを取とり去さり、

        あなたの敵てきを追おい払はらわれた。

        イスラエルの王おうなる主しゅはあなたのうちにいます。

        あなたはもはや災わざわいを恐おそれることはない。

        16その日ひ、人々ひとびとはエルサレムに向むかって言いう、

        「シオンよ、恐おそれるな。

        あなたの手てを弱々よわよわしくたれるな。

        17あなたの神かみ、主しゅはあなたのうちにいまし、

        勇士ゆうしであって、勝利しょうりを与あたえられる。

        彼かれはあなたのために喜よろこび楽たのしみ、

        その愛あいによってあなたを新あらたにし、

        祭まつりの日ひのようにあなたのために喜よろこび呼よばわられる」。

      


      
        18「わたしはあなたから悩なやみを取とり去さる。

        あなたは恥はじを受うけることはない。

        19見みよ、その時ときあなたをしえたげる者ものを

        わたしはことごとく処分しょぶんし、

        足あしなえを救すくい、追おいやられた者ものを集あつめ、

        彼かれらの恥はじを誉ほまれにかえ、

        全ぜん地ちにほめられるようにする。

        20その時とき、わたしはあなたがたを連つれかえる。

        わたしがあなたがたを集あつめるとき、

        わたしがあなたがたの目めの前まえに、

        あなたがたの幸福こうふくを回復かいふくするとき、

        地ちのすべての民たみの中なかで、

        あなたがたに名なを得えさせ、誉ほまれを得えさせる」と

        主しゅは言いわれる。
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